
て

が
教
育
用
語
と
な
る
の
は
明
治
二
十
一
年
八
月
に
定

め
ら
れ
九
「
尋
常
師
範
学
校
設
備
準
則
」
に
お
い
て

で
あ
る
。
当
時
の
「
修
学
旅
行
」
の
目
的
は
と
い
え

ば
「
生
徒
ノ
見
聞
ヲ
博
ム
ル
ノ
利
益
、
生
徒
ヲ
シ
テ

世
態
二
通
セ
シ
メ
、
人
生
ノ
苦
楽
ヲ
実
験
セ
シ
ム
ル

ノ
利
益
、
教
員
卜
生
徒
ト
ノ
間
二
親
愛
ノ
情
ヲ
通
ズ

ル
ノ
利
益
」
(
『
大
日
本
教
育
会
雑
誌
』
第
五
十
七
号

明
治
二
十
年
六
月
)
と
い
う
よ
う
な
利
点
か
ら
考
え

ら
れ
て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
私
達
の
旅
は
こ
う
し
た

崇
喜
教
育
理
念
に
も
と
づ
い
た
も
の
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、
私
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
機
会
に
若
い

人
々
の
純
粋
で
新
鮮
な
発
想
か
ら
学
び
、
啓
発
さ
れ

る
こ
と
の
方
が
多
い
の
で
あ
る
。

松
江
を
中
心
と
し
六
出
雲
を
歩
こ
う
と
決
め
九
の

は
学
生
諸
君
で
あ
る
。
商
業
ベ
ー
ス
に
の
っ
か
っ
て

フ
ァ
ッ
シ
,
ン
雑
肢
ら
抜
け
出
た
よ
う
な
若
者
が

九
む
ろ
し
て
出
か
け
る
よ
う
な
所
は
避
け
九
い
と
い

う
の
が
私
の
九
だ
一
つ
の
希
望
で
あ
っ
九
。
予
め
発

見
す
べ
き
事
柄
が
レ
デ
ィ
ー
メ
イ
ド
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
所
で
は
、
生
々
し
い
歴
史
的
想
像
力
を
九
く
ま

し
く
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
近
年
は
郷

土
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
り
、
地
方
史
研
究

の
発
達
に
ょ
っ
て
、
全
国
津
津
浦
浦
に
い
九
る
ま
で

歴
史
文
化
の
掘
り
お
こ
し
が
な
さ
れ
つ
つ
ぁ
る
。

出
雲
路
を
旅
し
九
。
ひ
と
り
旅
と
い
う
よ
う
な
も

の
で
は
な
い
。
道
連
れ
は
血
気
盛
り
の
若
人
十
三
名

で
あ
る
。
と
も
に
日
本
教
育
史
を
学
ぷ
三
回
生
で
あ

る
。
生
き
た
教
育
の
歴
史
を
学
ぶ
に
は
、
人
々
が
学

び
、
生
活
し
九
場
所
を
実
際
に
歩
い
て
み
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
一
応
の
理
由
を
つ
け
て
は

一
年
に
数
回
学
生
達
と
旅
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
教
師
と
学
生
と
の
こ
の
よ
う
な
「
行
事
」
の
歴

史
は
、
近
世
の
大
儒
で
あ
る
荻
生
徂
徠
(
一
六
六
六

一
七
二
八
)
が
率
い
九
佃
性
豊
か
な
私
塾
姦
園
の

花
見
ま
で
さ
か
の
ぽ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
近

世
農
民
教
育
の
機
関
で
あ
る
寺
子
屋
で
も
、
そ
う

し
た
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
尤

も
、
こ
れ
ら
は
今
日
流
に
.
口
え
ぱ
、
相
互
の
親
睦
を

目
的
と
す
る
コ
ン
パ
に
相
当
す
る
。
明
治
十
年
ぐ
ら

い
ま
で
は
、
初
詣
や
登
山
、
船
遊
び
と
い
う
名
称
で

そ
う
し
九
教
育
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
こ
の

よ
う
な
娯
楽
を
中
心
と
し
た
も
の
か
ら
、
兵
式
操
練

を
擬
し
た
行
軍
を
と
り
入
れ
九
「
速
足
」
が
登
場
し

て
く
る
の
が
、
教
育
の
国
署
理
が
強
ま
る
朋
治
十

七
年
頃
で
あ
る
。
初
代
文
部
大
臣
森
有
礼
は
、
休
暇

中
の
学
生
・
生
徒
の
把
握
お
よ
び
生
活
指
導
を
か
ね

た
登
山
や
温
泉
な
ど
を
奨
励
し
て
い
る
。

旅
行
と
学
習
鳶
び
つ
け
ら
れ
た
「
修
学
旅
行
」

沖

歴史散歩~《一

に

田行司
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さ
て
、
松
江
ま
で
は
山
陰
本
線
の
特
急
を
利
用
す

る
と
大
阪
か
ら
六
時
間
、
新
幹
撃
岡
山
ま
で
出
て

伯
備
線
の
特
急
に
乗
り
継
ぐ
と
四
時
間
ぱ
か
り
で
あ

る
。
し
か
し
、
賢
朋
な
学
生
碧
は
、
車
中
で
の
一

時
間
の
対
話
を
求
め
て
慧
を
避
け
、
急
行
「
だ
い

せ
ん
言
万
」
を
選
ん
だ
。
午
前
九
時
五
十
分
に
大
阪

を
九
っ
て
、
松
江
に
着
い
九
の
が
午
後
四
時
五
十
五

分
で
あ
っ
た
。
七
時
間
と
い
え
ば
、
大
阪
か
ら
ハ
ワ

イ
ま
で
の
飛
行
時
間
で
あ
る
。
神
々
の
国
へ
の
旅
は

容
易
で
は
な
い
。

松
江
市
の
南
方
に
「
八
雲
立
つ
風
士
記
の
丘
」
と

呼
ぱ
れ
る
丘
陵
地
が
あ
る
。
こ
の
辺
り
一
帯
は
古
墳

時
代
か
ら
平
安
時
代
を
通
し
て
、
出
雲
地
方
の
政
治

経
済
・
文
化
の
中
心
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ぬ
か
た
べ
の
お
み

こ
こ
に
は
、
「
額
田
部
臣
L
 
の
銘
文
の
あ
る
大
刀
が

出
土
し
た
岡
田
山
古
墳
を
は
じ
め
、
多
く
の
古
墳
が

群
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た

も
の
は
風
土
記
の
丘
資
料
曾
展
尓
さ
れ
て
い
る
。

古
墳
の
他
に
も
、
風
士
記
の
丘
に
は
出
雲
国
庁
跡
や

出
雲
国
分
寺
跡
な
ど
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
国
引
き

の
神
話
な
ど
、
出
雲
地
方
の
伝
承
や
地
誌
を
編
纂
し

た
『
出
雲
国
風
龜
』
も
、
恐
ら
く
こ
の
辺
り
の
ど

こ
か
で
譜
か
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
風
士
記
と
い
う

の
は
周
知
の
通
り
、
『
嘉
記
』
の
完
成
後
撰
進

の
令
に
ょ
り
、
諸
国
で
つ
く
ら
れ
た
地
曹
あ
る
。

現
存
し
て
い
る
の
は
五
風
士
記
で
あ
り
、
そ
の
中
で

完
本
と
し
て
今
に
仏
え
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
『
出

雲
国
風
土
記
』
の
み
で
あ
る
。
『
出
雲
国
風
需
』

の
中
で
も
、
私
達
の
興
味
を
そ
そ
る
の
は
、
島
根
半

島
の
形
成
に
ま
つ
わ
る
壮
大
な
国
引
き
の
神
話
で
あ

る
。
こ
れ
に
ょ
れ
ば
、
日
本
海
を
へ
だ
て
九
新
羅
の

国
(
朝
鮮
半
島
)
と
北
陸
の
都
都
の
崎
(
能
登
半
島
)

や
つ
か
み
ず
お
み
つ
め
の
み
こ
と

か
ら
、
八
束
水
隠
群
命
と
い
う
神
が
余
っ
て
い
る

国
を
引
き
寄
せ
て
島
根
半
島
を
つ
く
っ
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
時
、
引
き
寄
せ
て
き
た

国
が
流
出
し
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
を
繋
ぎ
と
め
る
た

め
に
打
ち
立
て
た
杭
の
一
つ
が
火
神
岳
(
現
在
の
大

山
)
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
国
引
き
の
神
話
に
登
場

す
る
朝
鮮
半
島
や
北
陸
の
地
名
と
、
風
土
記
の
丘
一

帯
の
古
墳
か
ら
出
土
す
る
出
土
品
の
豊
富
さ
か
ら
、

占
代
に
お
け
る
日
本
海
文
化
圏
と
い
っ
た
も
の
が
想

起
さ
れ
よ
う
。
八
雲
立
っ
出
雲
と
は
、
『
古
事
記
』

に
「
八
雲
立
っ
出
雲
八
重
垣
妻
ど
み
に
八
重
垣
作
る

そ
の
八
重
垣
を
」
と
あ
り
、
ま
た
『
出
雲
国
風
士
記
』

に
は
「
出
雲
と
な
ず
く
る
ゆ
え
は
、
八
束
水
臣
津
野

命
の
り
た
ま
い
し
く
。
八
雲
立
つ
出
雲
と
の
り
た
ま

い
き
し
と
あ
る
。
実
に
、
神
々
の
国
に
ふ
さ
わ
し
い

形
容
で
あ
る
。

明
治
三
年
十
二
月
に
制
定
さ
れ
た
松
江
藩
校
修
道

館
の
学
則
表
に
は
、
最
上
級
年
の
科
目
に
『
出
雲
国

風
土
記
』
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
化
そ
の
も
の
が

中
央
高
を
強
め
、
全
国
画
一
化
の
傾
向
を
辿
る
の

は
、
あ
る
意
味
に
お
い
て
は
近
代
化
の
宿
命
で
も
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
地
方
の
祖
先
が
つ
く
り
あ
げ
た

神
話
な
り
伝
承
が
、
今
日
に
生
き
る
人
々
に
ど
の
よ

う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
は
興
味
の
あ

る
問
學
あ
る
。

予
約
し
て
お
い
た
宿
泊
所
は
、
ホ
テ
ル
で
も
旅
館

で
も
な
く
、
出
器
旅
に
ふ
さ
わ
し
い
「
宿
屋
L
 
で

あ
っ
た
。
駅
前
の
繁
華
街
を
通
り
抜
け
て
、
少
し
ぱ

か
り
裏
路
に
は
い
っ
た
と
こ
ろ
の
宿
屋
は
、
私
達
で

せ
ん

松江城天守閣
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亜

ほ
ぽ
満
員
に
な
っ
九
。
こ
の
宿
屋
の
玄
関
に
面
し
た

と
こ
ろ
に
、
将
棋
の
会
所
の
看
板
が
か
か
っ
九
民
家

が
あ
っ
九
。
こ
の
入
口
に
一
メ
ー
ト
ル
に
足
ら
な
い

石
柱
が
立
っ
て
い
る
の
を
見
っ
け
た
。
九
光
「
小
林

如
泥
居
縁
」
と
刻
ま
れ
て
い
九
。
宿
屋
の
主
人
の

じ
よ
で
い

説
明
に
ょ
る
と
、
如
如
は
指
物
・
彫
刻
に
す
ぐ
れ
た

大
工
で
、
地
元
の
御
輿
を
作
っ
た
人
物
と
い
う
こ
と

で
あ
っ
た
。
松
江
を
歩
い
て
い
る
間
に
、
色
々
調
べ

九
と
こ
ろ
、
如
泥
は
宝
暦
か
ら
文
化
年
間
忙
か
け
て

生
存
し
た
人
物
で
、
七
代
藩
主
松
平
治
郷
の
御
数
寄

屋
大
工
と
し
て
仕
え
て
い
る
。
寛
政
九
(
一
七
九
七
)

年
に
は
型
し
て
い
る
が
、
奥
納
戸
御
好
御
用
掛
と

し
て
仕
え
、
数
々
の
作
品
を
残
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
如
泥
と
い
う
の
は
、
酒
を
愛

し
、
し
ぱ
し
ぱ
泥
酔
状
態
に
陥
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
与
え
ら
れ
た
号
と
も
い

わ
れ
て
い
る
。
旅
か
ら
帰
っ
て
か

ら
、
筑
摩
書
象
ら
出
版
さ
れ
九

『
江
戸
時
代
図
誌
』
の
中
に
如
泥
の

作
品
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

先
程
の
御
輿
は
穩
神
宮
御
輿
と
い

宥
美
で
み
て
も
非
常
に
電
昂
な

)
、

し管
の
す
る
作
品
で
あ
る
。
こ
の
御

輿
の
細
工
界
紲
に
つ
い
て
は
、

)し

゛

ま
だ
に
誘
で
き
な
い
と
い
う
宿
屋
の
主
人
の
話
を

想
い
出
し
、
納
得
し
九
し
だ
い
で
あ
る
。

宍
道
湖
の
蜆
の
味
唱
汁
に
舌
鼓
を
打
っ
た
翌
日
、

宿
か
ら
宍
道
捌
大
橋
を
渡
り
、
旧
松
江
城
跡
を
歩
い

た
。
現
在
は
天
守
閣
と
蚕
の
み
を
残
し
て
お
り
、

あ
た
り
一
帯
は
城
山
公
園
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
。
二
の

丸
跡
に
塁
閣
と
い
う
白
亜
の
岱
木
墓
築
が
あ

る
。
こ
れ
は
明
治
三
十
六
(
一
九
0
三
)
年
に
、
明

治
天
皇
の
巡
幸
を
願
望
し
、
行
在
所
と
し
て
建
て
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
金
額
で
一
三
、
四
八
九

円
の
建
築
賓
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
県
の
文
化
財
の

指
定
を
受
け
て
い
る
こ
の
建
物
は
、
呪
在
は
松
江
郷

士
錦
と
し
て
、
郷
土
の
教
育
・
文
化
・
民
俗
.
経
済

毛,
ー

に
関
す
る
資
料
の
保
管
や
展
示
に
利
用
さ
れ
て
ぃ

る
。
教
育
の
室
と
名
付
け
ら
れ
た
一
室
に
は
、
松
江

の
吉
田
松
陰
と
称
さ
れ
九
沢
糎
輔
(
一
ハ
ニ
ハ
ー

一
九
0
三
)
の
関
係
資
料
を
は
じ
め
、
明
治
.
大
正
.

昭
柳
の
松
江
の
教
育
の
歴
史
を
語
る
多
く
の
資
料
が

展
.
ぴ
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
沢
野
が
開
い
た
私

"

1翻

興雲閣(松江郷土館)

小泉八雲記念館
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塾
「
培
塾
L
 
か
ら
は
若
槻
礼
次
郎
や
日
本
の
体
育
振

興
に
嘉
の
あ
っ
た
需
一
な
ど
が
出
て
い
る
。
ま

た
、
文
明
朋
化
の
室
で
は
、
松
江
の
近
代
化
忙
関
迎

し
た
資
料
が
み
ら
れ
た
。
山
陰
の
一
地
方
帯
の
郷

土
館
を
通
し
て
、
 
U
本
の
近
代
化
を
支
え
た
の
は
一

体
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
の
一
つ
の
解
答
を

み
た
気
が
し
た
。

興
雲
凶
を
出
て
、
桃
山
初
期
の
城
郭
美
を
残
し
て

い
る
五
届
六
階
の
天
守
閣
に
の
ぽ
っ
六
。
宍
道
湖
を

背
景
に
立
ち
並
ぷ
市
街
地
を
展
望
し
て
み
る
と
、
か

つ
て
小
泉
八
雲
が
「
地
上
に
お
け
る
神
の
国
」
と
形

容
し
た
神
秘
さ
は
、
速
い
背
の
こ
と
の
よ
う
に
思
え

九
。
し
か
し
、
こ
こ
に
は
、
壮
大
な
神
牽
創
し

九
出
雲
族
の
子
孫
が
、
今
な
お
着
実
に
松
江
の
歴
史

を
築
き
あ
げ
て
い
る
現
笑
が
あ
る
。

小
泉
会
(
ミ
容
急
0
 
工
旦
巳
が
松
江
中
学
校

の
藷
需
と
し
て
こ
の
地
を
訪
れ
六
の
は
明
治
二

十
三
(
一
八
九
0
)
年
の
こ
と
で
あ
る
。
松
江
中
学

校
の
辞
令
に
へ
ル
ン
と
記
さ
れ
て
以
来
、
松
江
で
は

ヘ
ル
ン
と
呼
ぱ
れ
て
い
る
。
小
泉
八
雲
と
名
の
る
の

は
、
旧
松
江
藩
士
の
娘
で
あ
る
小
器
子
と
結
婚
し

た
後
、
明
治
二
十
九
(
一
八
九
一
◇
年
に
偏
化
願
い

が
許
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
。
八
雲
が
松
江
に
任
居
を

置
い
た
の
は
、
わ
ず
か
に
一
年
と
三
力
月
で
あ
る
。

山
陰
の
冬
の
厳
し
さ
に
耐
え

ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
小
泉
八
雲

黒
曾
は
七
0
0
点
に
も

の
ぼ
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。旅

の
終
り
に
出
契
社
に

参
詣
し
た
。
も
は
や
縁
結
の

願
い
な
ど
無
用
に
な
っ
た
私

と
は
異
な
り
、
若
い
諸
君
に

は
、
は
じ
め
て
坐
=
の
神
々

の
存
在
が
身
近
に
感
じ
と
れ

九
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
大
学
文
学
部
助
教
授
)

新
島
講
座
・
講
演
内
容
公
刊
に
つ
い
て

0
「
↓
工
同
一
岳
男
ン
や
劣
↓
仂
↓
0
ロ
ン
k
」

ア
ー
モ
ス
ト
大
学
副
学
長

プ
ロ
ッ
サ
ー
・
ギ
フ
ォ
ー
ド
博
士
(
第
一
回
講
座
)

頒
価
七
0
0
円

0
「
m
一
冨
ン
冨
仂
 
0
剛
身
ン
δ
則
」

1
m
↓
d
口
岳
m
 
C
司
〕
O
Z
)
↓
工
)
Z
 
目
名
ン
召
m
、

m
乏
d
智
↓
ン
谷
0
夘
 
8
厨
列
弓
0
伺
ン
Z
ご

冬
戸
営
喜
〕
ン
冨
国
m
1

ー
バ
ー
ド
大
学
教
授

＼ノリ
チ
ャ
ー
ド
.
一
フ
ィ
ン
ホ
ー
ル
ド
三
ー
バ
ー
博
士
(
第
二
回
講
座
)

頒
価
一
、
三
0
0
円

0
「
↓
工
則
ヤ
如
0
剛
誘
仂
一
O
Z
ン
営
N
)
↓
一
O
Z
 
0
剛
 
m
δ
崗
Z
禽
」

1
男
)
Z
6
則
.
一
§
1
屈
0
.
8
冨
ヤ
劣
昌
↓
0
 
↓
再

d
名
↓
則
U
 
m
↓
)
一
詞
m
.
邑
0
1
一
中
谷

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
教
授

チ
ャ
ー
ル
ス
.
ク
ー
ル
ス
ト
ン
・
ギ
リ
ス
ピ
ー
博
士
(
第
三
回
講
座
)

頒
価
七
0
0
円

0
「
環
境
と
法
律
」

ー
ハ
ー
ヴ
ブ
ー
ド
.
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
で
教
え
て
ー

元
同
志
社
大
学
法
学
部
教
授
・
現
東
京
大
学
法
学
部
教
授

藤
倉
皓
一
郎
(
第
一
回
東
京
講
座
)

0
「
時
間
と
人
間
の
経
済
活
動
」

同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授
榊
原
胖
夫
(
第
一
回
東
京
講
座
)

0
「
白
砂
を
訪
ね
て
」

1
鳴
き
砂
の
秘
密
1

同
志
社
大
学
工
学
部
教
授
三
輪
茂
雄
(
第
二
回
東
京
講
座
)

各
冊
子
と
も
頒
価
五
0
0
円

発
行
者
・
学
校
法
人
同
志
社
取
扱
い
・
同
志
社
収
益
事
業
課
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